
平
野
秀
吉
の
遺
墨
と
落
款
の
特
徴

ー
小
泉
孝
旧
蔵
品
を
中
心
に
｜

棋

国

主主

衛

は
じ
め
に

平
野
秀
吉
は
こ
の
数
年
来
の
調
査
研
究
に
よ
り
、
教
育
者
、
国
文
学
者
、
校
歌

作
詞
者
、
登
山
家
と
し
て
の
業
績
の
一
端
が
あ
き
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
山
。
そ

の
業
績
等
が
明
ら
か
に
な
る
の
と
は
対
照
的
に
、
平
野
秀
吉
の
遺
墨
は
極
め
て

少
な
く
、
遺
墨
の
調
査
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
の
も
自
明
の
こ
と
で
あ
る
7
0

ま

棋
田
菩
衛
「
平
野
秀
吉
の
偉
業
と
会
津
八
に
つ
い
て
」
、

研
究
第
十
六
号
』
越
佐
文
人
研
究
会
h
s
ω
己
七
・
お

130

2

棋
田
善
衛
「
会
津
八
一
と
恩
師
平
野
秀
吉
川
岡
村
鉄
琴
『
新
潟
県
文
人
研
究
第
十
七

口
之
越
佐
文
人
研
究
会
い
C
H
少

3
・2
ーな。

3

棋
田
善
衛
「
平
野
秀
吉
と
相
馬
御
風
の
交
流
」
、
前
掲
N
b
匂・

8
1
3
0

4

棋
田
善
衛
「
平
野
秀
吉
が
作
詞
し
た
校
歌
と
作
曲
者
小
林
躍
・
田
中
信
太
郎
・
小
出

浩
平
片
岡
村
鉄
琴
吋
新
潟
県
文
人
研
究
第
十
八
号
』
越
佐
文
人
研
究
会
い
C
H
F
3
・5ω
ーコ
ω。

5

棋
田
善
衛
「
4Kl
野
秀
吉
が
作
詞
し
た
新
潟
県
立
小
千
谷
高
等
女
学
校
の
校
歌
と
作
曲

者
大
和
田
愛
羅
と
校
長
斎
藤
秀
平
」
、
岡
村
鉄
琴
『
新
潟
県
文
人
研
究
第
十
九
口
之
越
佐

文
人
研
究
会
唱
N
C
H
P
志
・
に
∞
i

広
ω
。

6

横
田
善
衛
「
平
野
秀
吉
が
記
し
た
「
栄
光
帖
」
と
「
日
本
ア
ル
プ
ス
登
山
案
内
記
』

発
行
に
伴
う
登
山
家
高
頭
仁
兵
衛
・
大
平
日
成
・
棋
有
恒
と
の
交
流
を
明
ら
か
に
す
る
片
岡

村
鉄
琴
『
新
潟
県
文
人
研
究
第
二
十
二
号
』
越
佐
文
人
研
究
会
h
c
H
P
3
・
見
守

sm。

7

棋
田
善
衛
「
平
野
秀
吉
の
生
家
お
よ
び
墓
の
所
在
と
遺
墨
に
つ
い
て
」
、
岡
村
鉄
琴
「
新

潟
県
文
人
研
究
第
J

岡
村
鉄
琴
『
新
潟
県
文
人

た
平
野
秀
吉
は
新
潟
県
尋
常
中
学
校
の
助
教
諭
で
あ
っ
た
、
（
明
治

三
十
一
）
年
六
月
三
日
に
、
文
検
（
中
等
学
校
教
員
資
格
取
得
の
た
め
の
文
部
省

検
定
試
験
の
略
称
、
合
格
す
る
と
尋
常
師
範
学
校
、
尋
常
中
学
校
、
高
等
女
学
校

の
教
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
資
格
試
験
、
以
下
「
文
検
」
と
す
る
）
で
漢
文
科

と
習
字
科
に
合
格
し
て
い
る
こ
と
か
ら
8

、
書
家
と
し
て
の
素
養
を
身
に
付
け
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
あ
る
と
こ
ろ
、
二

O
一
九
（
令
和
元
）
年
十
二
月
十
三
日
の

消
印
で
、
小
泉
孝
の
親
族
か
ら
次
の
封
書
が
届
い
た
。

一
八
九
八

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
僅
か
に
な
り
ま
し
た
。

（略）年
初
よ
り
家
に
有
る
も
の
で
少
し
で
も
槙
田
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
も
の
は

な
い
か
？
と
探
し
て
み
ま
し
た
。
雑
多
に
送
り
ま
し
た
。

（略）
こ
の
封
書
の
到
着
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
小
泉
孝
泊
蔵
の
資
料
数
点
が
筆
者
宅

に
届
い
た
。
小
泉
孝
は
「
巻
町
双
書
第
十
七
集
平
野
秀
吉
』
（
以
下
、
「
平
野

秀
吉
』
と
す
る
）
9

を
著
し
、
平
野
秀
吉
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
た
人

物
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
小
泉
孝
の
人
と
な
り
を
知
る
手
掛
か
り
に
乏
し
く
、
人
と

な
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の
た
び
小
泉
孝
の
履
歴
を
記
し
た
資

料
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
た
め
本
研
究
で
は
、

「
平
野
秀
吉
』
を
著
し
た
小
泉
孝
の
人
と
な
り
を
明

8 

前
掲
N
b
・ω
少な。

小
泉
孝
「
巻
可
双
書

第

戸七

集

平
野
秀
吉
』
巻
町
役
場
い
ミ

Y
E唱。

9 
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ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
平
野
秀
吉
関
連
資
料
の
整
理
を
行
い
、
明
ら
か
と
な
っ

た
事
項
を
ま
と
め
る
こ
と
で
、
平
野
秀
吉
の
人
物
史
研
究
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
本
資
料
に
は
、
平
野
秀
吉
の
遺
墨
が
数
点
含
ま
れ
て
お

り
、
遺
墨
の
落
款
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
平
野
秀
吉
の
落
款
の
特
徴
を
明
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

二
．
小
泉
孝
の
人
と
な
り

は
じ
め
に
、
平
野
秀
吉
と
小
泉
孝
と
の
関
係
に
つ
い
て
示
し
た
い
。
小
泉
孝
は

「
平
野
秀
吉
九
の
「
あ
と
が
き
」
に
、
「
平
野
先
生
は
恩
師
で
あ
り
、
私
た
ち
の

媒
酌
人
で
あ
り
、
一
一
一
人
の
子
ど
も
た
ち
の
名
付
親
」
で
あ
る
と
著
し
て
あ
る
こ
と

か
ら
、
小
泉
は
平
野
秀
吉
を
敬
愛
し
、
平
野
の
人
と
な
り
を
知
る
、
身
近
な
人
物

で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
小
泉
孝
の
人
と
な
り
を
示
し
た
い
。
小
泉
孝
の
人
と

な
り
は
こ
れ
ま
で
『
平
野
秀
吉
」
の
奥
付
に
記
さ
れ
た
履
歴
を
た
よ
り
に
す
る
し

か
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
一
般
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ

た
履
歴
書
等
の
資
料
提
供
を
、
小
泉
孝
の
親
族
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

こ
で
『
平
野
秀
吉
』
奥
付
に
あ
る
既
知
の
小
泉
孝
の
履
歴
を
示
す
と
と
も
に
、
提

供
資
料
に
基
づ
く
履
歴
を
示
し
、
小
泉
孝
の
人
と
な
り
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
ア
）
『
平
野
秀
吉
九
に
よ
る
履
歴

〔
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
十
一
月

日〕。

11 10 

目リ おり
掲掲

9ご
奥宅
付

生
年
月
日

職

歴

役

職

研

ヴb
71.J 歴

明
治
四
十
二
年
三
月
二
十
四
日

高
田
師
範
学
校
本
科
一
部
卒
（
昭
和
一
二
日
・
一
二
）

高
田
師
範
学
校
専
攻
科
卒
（
昭
和
七
μ

・一一一）

三
島
郡
寺
泊
町
寺
泊
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導

高
田
市
戸
野
日
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導
、
教
頭

東
頚
城
郡
牧
村
沖
見
小
学
校
長

新
大
教
育
学
部
付
属
高
田
小
学
校
教
頭

新
潟
県
教
育
委
員
会
指
導
主
事

高
田
市
大
手
町
小
学
校
長

高
田
市
大
町
小
学
校
長
（
昭
和
四
二
日
・
一
ニ
退
職
）

元
県
小
学
校
長
会
長

高
田
市
教
育
委
員
長

現
上
越
市
教
育
委
員

高
田
文
化
協
会
長

集
団
学
習
と
個
別
学
習
の
実
践
研
究

学
校
保
健
等

（
イ
）
「
小
泉
孝
先
生
県
知
事
表
彰
教
育
・
文
化
功
労
賞
可
に
よ
る
履
歴

〔
一
九
七
六
（
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
三
一
日
〕
。
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ロ
西
暦
一
九
O
九
年
。

日
西
暦
一
九
二
八
年
o

u

西
暦
一
九
三
二
年
。

日
西
暦
一
九
六
七
年
。

日
公
孫
会
高
田
支
部
『
小
泉
孝
先
生
県
知
事
表
彰

田
支
部
活

5
gゅ仏
句
。

‘〈’教
育
・
文
化
功
労
賞
』
公
孫
会
高



小
泉
孝
先
生
略
歴
げ

昭
一
一
一
（
一
九
二
八
）
・

昭
三
（
一
九
一
一
八
）
・

昭

四

（

二

九

）

・

昭昭

七七

昭昭

十十十
七四

昭昭昭昭昭昭昭
四回四三三三
十十十十十十

九六

九

（一（
一
九 九九九九

五四四
二九六

（
一
九
五
六
）
・

（
九
六
一
）
・

（
九
六
四
）
・

（
九
六
五
）
・

（
九
六
五
）
・

（
九
六
六
）
・

昭昭昭
四四四
十十十
五四

九九九
七六六
O 九七

18 17 

四

高
田
師
範
学
校
本
科
部
卒
業

三
島
郡
寺
泊
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導

高
田
歩
兵
第
三
十
連
隊
短
期
現
役
兵

ト
シ
テ
入
隊

高
田
師
範
学
校
専
攻
科
卒
業

中
頚
城
郡
一
円
野
呂
尋
常
高
等
小
学
校

訓
導

四

お
か
八
百
（

最
存
も
一
日
リ
此

七

河

東
頚
城
郡
沖
見
小
学
校
長

新
潟
大
学
教
育
学
部
附
属
高
田
小
学
校

教
頭
新
潟
県
教
育
委
員
会
指
導
主
事

高
田
市
立
大
手
町
小
学
校
長

高
田
市
社
会
教
青
委
員

高
田
市
立
大
町
小
学
校
長

新
潟
県
社
会
教
育
委
員

新
潟
県
小
学
校
長
会
長
、

全
国
連
合
小
学
校
長
会
理
事

退
職
高
田
市
教
育
委
員
、
教
育
委
員
長

上
越
文
化
協
会
会
長

四四四四四十五

文
中
の
（
）
内
の
酉
潜
は
筆
者
が
加
筆
し
た
も
の
で
資
料
に
は
記
載
が
な
い
。

中
頚
城
郡
戸
野
目
国
民
学
校
の
誤
り
。

九
七
一
）
・

上
越
市
教
育
委
員
、
教
育
委
員
長

昭
四
十
六
（

ご
功
績
。
教
育
者
と
し
て

日
常
自
己
に
対
し
て
は
教
師
と
し
て
の
厳
し
さ
を
も
ち
な
が
ら
、
他

に
対
す
る
豊
か
な
温
か
さ
と
包
容
力
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
々
の
敬
慕

を
あ
つ
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

教
育
一
筋
に
生
き
る
盛
ん
な
情
熱
は
、
そ
の
研
究
の
深
さ
、
質
の
高

さ
と
共
に
周
囲
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
常
に
ざ

ん
新
な
感
覚
を
も
っ
て
教
育
の
動
向
を
考
究
し
、
全
職
責
の
そ
れ
ぞ
れ

の
場
に
お
い
て
、
地
域
教
育
界
に
様
々
な
教
育
研
究
会
や
協
議
会
を
組

織
し
、
そ
の
推
進
の
中
核
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

O

上
越
文
化
協
会
会
長
と
し
て

・
万
葉
及
び
俳
句
研
究
を
契
機
と
し
て
、
早
く
か
ら
上
越
地
域
の
文
化

活
動
に
関
心
を
寄
せ
ら
れ
、
協
力
と
推
進
の
先
頭
に
立
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

四

昭
和
三
十
八
年
目
、
上
越
文
化
協
会
に
加
入
し
、
四
十
年
初
以
来
そ

の
常
任
理
事
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

・
昭
和
四
十
五
年
れ
会
長
に
就
任
以
来
、
文
学
関
係
に
と
ど
ま
ら
ず
、

上
越
地
域
の
文
化
に
関
係
し
た
様
々
な
顕
彰
碑
の
建
立
、
展
覧
会
の
開

催
、
郷
土
関
係
作
家
及
び
小
川
未
明
会
童
話
作
家
と
盛
ん
な
交
流
、
郷

土
文
芸
誌
「
文
芸
た
か
だ
」
の

O
O号
ま
で
の
発
行
な
ど
、
多
彩
な

21 20 19 

西
暦
一
九
六
一
一

西
暦
一
九
六
五
年
。

西
暦
一
九
七
O
年。
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。
文
化
的
事
業
の
継
続
開
催
に
努
め
、
郷
土
文
化
の
向
上
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
も
な
お
そ
の
任
に
あ
り
、
誠
実
に
活
躍
を
続
け
て
、
地
域
住
民

の
あ
つ
い
信
望
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

著
書
・
論
文

・
健
康
教
育
に
関
す
る
論
文

七

（
一
九
一
三
一
）
年
四
月

文
部
省
主
催

小
学
館
主
催

新
潟
県
主
催

位
入
賞

一
位
入
賞

位
入
賞

導
・
兵
役

高
田
師
範
学
校
専
攻
科
卒

中
頚
城
郡
津
有
村
立
戸
野
目
尋
常

高
等
小
学
校
訓
導

・
児
童
生
徒
の
保
健
活
動
を
推
進
し
、
学
校
が
健
康
教
育
文
部
大
臣

表
彰
を
受
け
る
主
軸
と
な
っ
た
。

・
「
児
童
の
健
康
教
育
」
に
つ
い
て
の
教
育
論
文
が
、
全
国
一
等
当

選
と
な
る
。

・
全
国
初
の
地
域
学
校
児
童
対
象
結
核
予
防
B
C
G
接
種
を
継
続
実

施
す
る
。

・
県
下
初
の
、
映
写
幾
購
入
に
よ
る
視
聴
覚
教
育
の
推
進
を
は
か
り
、

戦
前
、
戦
後
を
通
じ
て
の
上
越
地
方
視
聴
覚
教
育
の
振
興
に
貢
献
す

寸合。

刀
口
川
判

口
H
H
イ
サ

R
1

・
平
野
秀
吉

・
農
村
社
会
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル

・
沖
見
の
教
育
他

（
ウ
）
『
前
会
長
小
泉
孝
追
想
弔
慰
集
百
に
よ
る
履
歴

〔
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
四
）
年
六
月
十
六
日
〕
0

刀
口

M
W

H
H
H
I
n
－
 
十

（
一
九
四
六
）
年
四
月

中
頚
城
郡
津
有
村
立
一
戸
野
目
国
民

学
校
教
頭

東
頚
城
郡
沖
見
村
立
沖
見
小
学
校

長
と
な
る
。

・
当
時
の
県
下
に
は
稀
な
学
校
図
書
館
を
へ
き
地
校
に
設
置
し
、
ま

た
「
沖
見
の
子
ど
も
」
「
山
な
か
、
田
ど
こ
ろ
」
な
ど
の
副
読
本
を

出
版
し
、
郷
土
学
部
自
の
あ
り
方
を
研
究
す
る
。

・
変
動
期
に
お
け
る
へ
き
地
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
に
着
目
し
、
郡
の

組
織
を
作
り
指
導
計
画
を
完
成
す
る
。

昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
十
月
新
大
教
育
学
部
附
属
高
田
小
学
校

ら
え
百
白
河
～

当
4
t
一nut

国
語
研
究
組
織
の
確
立
に
努
力
す
る
。

（
略
）
之
は
昭
和
五
十
四
年
四
月
に
小
泉
氏
が
「
勲
五
等
双
光
旭

を
授
与
さ
れ
た
栄
誉
を
称
え
、
同
年
六
月
十
六
日
に
、
上
越
市
本
町
六
了

日
高
田
館
で
催
さ
れ
た
祝
賀
記
念
式
典
の
際
、
参
列
者
に
配
脊
さ
れ
た

略
歴
書
の
写
じ
で
す
。
（
略
）

小
泉
孝
先
生
の
略
歴
（
写
）
幻

昭
和
一
（
一
九
二
八
）
年
四
月

昭
和
二
十
四
（

九
四
九
）
年
四
月

三
島
郡
寺
泊
尋
常
高
等
小
学
校
訓

n

保
坂
平
治
「
小
泉
氏
の
略
歴
に
つ
い
て
」
、
光
昭
会
東
京
支
部
『
平
成
五
年
五
月

会
長
小
泉
孝
追
想
弔
慰
集
』
光
昭
会
東
京
支
部
い

S
ご）匂－
S
1
8
0

広
文
中
の
（
）
内
の
西
暦
は
筆
者
が
加
筆
し
た
も
の
で
資
料
に
は
記
載
が
な
い
。

ロリ



（
九
五
六
）
年
七
月
新
潟
県
教
育
委
員
会
指
導
主
事

．
地
域
の
学
校
教
育
の
あ
り
方
を
指
導
し
、
教
宵
行
政
に
貢
献
す
る
。

昭
和
三
十
六
（
九
六
）
年
四
月
高
田
市
立
大
手
町
小
学
校
長
と
な

ず

Q

。

昭
和
一

上
越
国
語
教
育
連
絡
協
議
会
の
創
設
に
努
力
し
、
四
十
年
四
月
よ
り

会
長
を
勤
め
全
国
的
に
研
究
の
交
流
を
図
り
、
各
地
に
お
い
て
研
究

発
表
会
を
推
進
す
る
。

・
「
創
造
性
を
培
う
知
的
能
力
の
開
発
」
で
学
研
教
育
賞
を
受
け
る

な
ど
経
営
手
腕
は
広
く
、
他
の
指
標
と
認
め
ら
れ
た
。

昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
四
月
高
田
市
立
大
町
小
学
校
長

・
全
国
連
合
小
学
校
長
会
理
事

・
新
潟
県
小
学
校
長
会
会
長

・
新
潟
県
社
会
教
育
委
員

・
新
潟
県
小
学
校
教
育
研
究
会
会
長

昭
和
四
十
二
（
一
九
六
七
）
年
三
月
退
職

昭
和
四
十
二
（
一
九
六
七
）
年
十
月
新
潟
果
教
育
委
員
会
よ
り
、
教
育

功
労
者
と
し
て
表
彰
を
う
け
る
。

昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
十
月
高
田
市
教
育
委
員
、
続
い
て
教
育

委
員
長
と
な
る
。

昭
和
田
十
五
（
一
九
七

O
）
年
五
月
上
越
文
化
協
会
会
長
を
つ
と
め
る
。

・
郷
土
出
身
作
家
小
川
未
明
、
小
田
山
獄
夫
等
の
顕
彰
碑
の
確
立
、
展

覧
会
、
文
化
講
鹿
の
開
催
、
文
芸
誌
「
文
芸
た
か
だ
」
の
発
行
な
ど
、

郷
土
文
化
の
向
上
に
貢
献
す
る
。

昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二
）
年
七
月
上
越
市
教
育
委
員
長
と
な
る
。

・
高
田
・
宣
江
津
両
市
合
併
に
伴
う
教
育
行
政
の
確
立
発
展
に
貢
献

昭
和
五す
十る

九
七
五
）
年
十
一
月
教
育
文
化
功
労
者
と
し
て
、
県
知

事
表
彰
を
う
け
る
。

勲
五
等
双
光
旭
章
を
授
与
さ
せ
る
。

昭
和
五
十
四
（

九
七
九
）
年
四
月

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
履
歴
に
つ
い
て
は
（
ア
）
（
イ
）
（
ウ
）
の
一
一

種
類
が
存
在
す
る
。
調
査
を
進
め
る
う
ち
に
、
小
泉
孝
が
新
潟
県
知
事
被
表
彰
者

と
し
て
推
薦
さ
れ
る
際
の
書
類
（
履
歴
書
・
身
分
調
書
・
功
績
調
書
）
が
存
在

し
、
そ
の
原
本
（
写
し
）
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
表
1
）
。
推
薦
さ
れ
る

際
の
書
類
（
履
歴
書
・
功
績
調
書
）
に
は
、
小
泉
孝
六
十
六
才
と
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
一
九
五
七
（
昭
和
五
十
）
年
一
月
二
十
四
日
か
ら
一
九
五
八
（
昭
和

五
十
二
年
一
月
二
十
三
日
の
間
に
、
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ

の
履
歴
書
な
ら
び
に
功
績
調
書
が
小
泉
孝
の
履
歴
（
教
育
業
績
）
の
中
で
最
も
詳

し
い
。
こ
れ
に
よ
る
と
小
泉
孝
は
、
「
小
学
校
訓
導
」
「
小
学
校
教
頭
」
「
へ
き
地

校
校
長
」
「
県
指
導
主
事
」
「
上
越
中
心
校
校
長
」
「
教
育
委
員
及
び
教
育
委
員
長
」
「
上

越
文
化
協
会
会
長
」
と
年
代
や
職
位
の
変
化
に
伴
い
、
多
く
の
教
育
業
績
を
残
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
小
泉
孝
に
は
、
「
小
学
校
訓
導
」
時
代

に
取
り
組
ん
だ
「
健
康
教
育
」
を
二
十
数
年
後
に
振
り
返
り
ま
と
め
た
「
最
初
の

教
育
研
究
ヲ
ゃ
、
児
童
結
核
の
予
防
処
賓
と
し
て
施
さ
れ
た
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

応
検
査
お
よ
び

B
C
G
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
と
、
予
防
処
置
が
児
童
の
心
情
に

与
え
た
影
響
を
ま
と
め
た
研
究
論
文
「
園
民
事
校
に
お
け
る
結
核
調
査
三
が
あ

M

小
泉
孝
「
最
初
の
研
究
樋
口
君
と
私
｜
「
健
康
教
育
」
を
め
ぐ
っ
て
i
」
、
田
島

三
四
彦
吋
教
脊
創
造
』
第
8
巻
第
3
号
L

品
田
教
育
研
究
会
い
出
印
七
七
－
Nω

ーピ。

ぉ

小

泉

孝

「

岡

氏

に

お

け

る

結

核

調

査

」

、

一

宅

鎖

第

幻

巻

第

7
号唱

帝
国
印
刷
T

校
儒
生
命
日
い
∞
お
も
七
・
に
ー
ミ
。



る
。
さ
ら
に
小
泉
孝
に
は
、
研
究
主
題
「
算
数
に
お
け
る
書
か
れ
た
問
題
の
指
導
」

と
定
め
た
牧
小
学
校
の
取
り
組
み
「
指
定
校
め
ぐ
り
東
頚
・
巻
小
学
校
の
巻
」

や
、
一
九
五

O
（
昭
和
二
十
五
）
年
に
発
足
し
た
視
聴
覚
教
育
研
究
会
の
活
動
内

容
%
、
「
県
指
導
主
事
」
時
代
に
ま
と
め
た
「
現
場
の
問
題
i
指
導
を
め
ぐ
っ
て

ー
ヲ
、
「
こ
れ
か
ら
の
学
校
行
事
ー
そ
の
基
本
的
な
考
え
方

1
3と
題
す
る
論

考
、
「
授
業
の
昔
と
今
」
却
な
ど
多
数
の
著
作
が
存
在
す
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ

た。
こ
の
こ
と
か
ら
小
泉
孝
は
、
新
潟
県
の
教
育
界
の
み
な
ら
ず
、
八
王
国
的
に
認
め

ら
れ
た
学
校
教
育
者
、
学
校
経
営
者
、
社
会
教
育
者
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

三
．
資
料
の
概
要

提
供
さ
れ
た
資
料
は
書
籍
五
冊
、
掛
軸
三
巻
、
短
冊
枚
の
合
計
九
つ
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
番
号
と
し
て
（
一
）
か
ら
（
九
）
を
付
し
た
い
。

）
書
籍
「
小
泉
孝
著
吋
巻
町
双
書
第
十
七
集
平
野
秀
吉
』
巻
町
役
場
、

一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
十
一
月
一
日
刊
行
、
九
十
四
頁
」
（
前
述
の
「
平

野
秀
吉
』
を
い
う
）
一
冊
。

精
「
平
野
秀
吉
著
「
巻
町
双
書
第
二
十
八
集
全
稗
万
葉
集
昭
和
略

総
論
巻
一
」
巻
町
・
潟
東
村
教
育
委
員
会
、
九
八

O
（
昭
和

，，.....、

一
一、、四J
解
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吋
教
育
創
造
』
第
5
巻
第
日
・
口
口
ブ

小
泉
孝
「
視
聴
覚
教
育
研
究
会
」
、

高
田
教
育
研
究
会
ゆ
S
U
N
b
・8
0

幻
小
泉
孝
「
現
場
の
問
題
i
指
導
を
め
ぐ
っ
て
｜
」
、
田
島
三
四
彦
「
教
育
創
造
』
第
ロ

巻
第
1
・
2
口
ブ
高
田
教
育
研
究
会
い

S
P
3・M
l
印
。

ぉ

小

泉

孝

7
」
れ
か
ら
の
学
校
行
事
ー
そ
の
基
本
的
な
考
え
方
l
H
田
島
三
回
彦
司
教

育
創
造
』
季
刊
第
4
口
ブ
高
田
教
育
研
究
会

L
S
C
U
3・H
l
品
。

mu

小
泉
孝
「
授
業
の
昔
と
昔
」
、
矢
野
孝
一
「
教
育
創
造
』
季
刊
第
お
口
ブ
高
田
教
育
研
究

A
F
H
由。∞
b
H）・
ωHIω
∞。

五

十

五

）

一

日

発

行

、

（
三
）
書
籍
「
平
野
秀
吉
著
『
巻
町
双
書
第
二
十
九
集

解
巻
一
ニ
』
巻
町
・
潟
東
村
教
育
委
員
会
、
一
九
八
一

三
月
二
十
一
日
発
行
、
二
五
一
頁
」
一
冊
。

（
四
）
書
籍
「
平
野
秀
吉
著
『
山
山
獄
歌
集
駒
く
さ
』
斯
文
書
院
、
（
昭

和
一
一
一
）
年
十
月
二
十
臼
発
行
、
一
四
六
頁
」
（
以
下
、
「
駒
く
さ
』
と
す
る
）
一
冊
。

（
五
）
書
籍
「
平
野
秀
吉
著
『
山
山
獄
の
歌
第
二
集
高
嶺
い
ば
ら
』
木
曜
会
、

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
六
月
十
日
発
行
、
二
八
八
頁
」
（
以
下
、
言
問
嶺

い
ば
ら
」
と
す
る
）
一
冊
。

（
六
）
掛
軸
「
ひ
ん
か
鞍
と
な
く
は
縦
断
院
の
き
の
涼
生
林
を
す
き
て
信
一
ブ

る累
」
一
巻
。
（
図
1
、
2
）

ほ

だ

か

だ

け

な

ら

び

（
七
）
掛
軸
「
穂
高
山
獄
を
よ
め
る
歌
設
に
み
じ
か
歌
」
一
巻
。
（
図
3
、
4
）

た

か

ば

ら

み

き

ひ

（
八
）
掛
軸
「
高
ね
蓄
被
美
な
上
む
支
て
日
さ
か
り
の
や
ま
一
山
を
さ
き
み
て

る
か
も
」
一
巻
。
（
図
5
、
6
）し
よ

か

ん

に

こ

れ

ち

ん

さ

い

短
冊
「
小
泉
君
の
記
念
日
に
所
感
を
天
道
を
つ
ひ
か
是
な
り
と
陳
察

の

て

ん

た

り

野
天
う
ゑ
多
里
し
孔
子
に
て
あ
り
公
里
」
一
枚
。
（
図
7
）

月

九

冊。全
緯
万
葉
集
昭
和
略

（
昭
和
五
十
六
）
年

九

）＼ 

（九）
の

四
．
資
料
の
解
説

九
つ
の
資
料
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
る
。
な
お

数
字
と
対
応
す
る
。

（
一
）
の
奥
付
頁
に
万
年
筆
で
著
さ
れ
た
子
紙

お
り
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
（
図
8
、
9
）初
o

（
一
）
か
ら

（
九
）
は
前
述
の

通
が
挟
ま
れ
て
お
り
、
次
の
と

30 

宛
名
は
筆
者
が
省
略
し
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。



私
た
ち
が

大
変
御
厄
八
月
に
な
っ
た
平
野
秀
吉
先
生
の

伝
記
？
が
で
き
ま
し
た
の
で
お
届
け

し
ま
す

偉
大
な
人
の
姿
を
十
分
表
現
し

得
な
い
の
は
自
分
の
不
敏
の
い
た
す
と
こ
ろ

で
す
が
よ
き
人
の
生
き
方
を
参
考

に
し
て
下
さ
い

十
一
月
十
四
日

小

泉

孝

省省

略略

様様

小
泉
孝
は
「
平
野
秀
吉
』
に
手
紙
を
添
え
て
、
親
族
に
送
付
し
た
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
手
紙
の
差
出
年
は
、
『
平
野
秀
吉
』
が
発
行
さ
れ
た
、

（
昭
和
田
十
六
）
年
と
考
え
て
よ
い
。

九
七

（
二
）
か
ら
（
五
）
は
す
べ
て
平
野
秀
吉
の
著
書
で
あ
り
、
小
泉
孝
が
所
蔵
し
て

い
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
考
え
る
。
（
五
）
は
鉛
筆
や
万
年
筆
等
で
加
筆
訂
正
し

た
箇
所
が
多
数
散
見
さ
れ
、
小
泉
孝
が
「
平
野
秀
吉
』
を
著
す
上
で
参
考
資
料
と

し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
（
五
）
の
最
初
の
頁
に
は
「
数
里
入
雲
蜂
秀

吉
」
と
の
墨
書
が
見
ら
れ
る
（
図
刊
）
。

（
六
）
は
「
駒
く
さ
』
六
頁
に
掲
載
さ
れ
た
短
歌
で
あ
り
、
『
駒
く
さ
』
に
は

次
の
と
お
り
記
さ
れ
て
い
る
。

な

に

ど

り

つ

が

げ

ん

せ

い

り

ん

す

ヒ
ン
カ
ラ
と
時
く
は
何
鳥
、
栂
の
木
の
原
生
林
を
透
き
て
空
見
る
。

ビ
ン
ガ
ラ
と
暗
い
て
い
る
鳥
は
何
鳥
で
あ
ろ
う
か
。
栂
の
木
の
原
生
林

の
閤
か
ら
、
透
き
通
っ
た
空
が
見
え
る
。

本
歌
は
「
菱
雪
草
」
短
歌
五
十
三
首
の
う
ち
の
一
首
で
あ
り
、
「
夏
雪
草
」
の

注
に
は
、
「
常
念
山
脈
よ
り
槍
が
岳
ヘ
乗
鞍
山
獄
よ
り
御
山
獄
ヘ
御
山
獄
よ
り
木
曾

駒
が
山
獄
ヘ
八
つ
山
獄
・
浅
間
山
な
ど
く
さ
ぐ
さ
の
山
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
本
歌
の

注
に
「
乗
鞍
ヘ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
乗
鞍
山
獄
に
向
か
う
途
中
に
詠
ま
れ
た
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。

（
大
意
）

（
七
）
は
次
の
と
お
り
釈
文
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
ら
び

穂
高
山
獄
を
よ
め
る
歌
投
に
み
じ
か
歌

山

あ

れ

は

こ

は

き

も

の

か

も

て

ん

だ

い

ち

天

さ

け

ぬ

大

地

ひ

し

げ

ぬ

み

か

山
あ
れ
て
一
二
一
日
つ
ヌ
き
け
り

ひ

し

が

れ

て

さ

け

の

こ

る

柱

く

え

は

げ

て

お

ち

か

〉

る

壁

ぶ
す
ま

槍
会
前
穂
た
か

北
ほ
高

一
万
尺
を

晴
る
る
日
も

を
ね
こ
え
て

く
も
る
日
も

谷
こ
し
て

唐；奥穂
沢主西高
大足穂山
喰2たな
かみ

に
わ
た
り
て

飛
騨
の
夕
日
は

信
濃
へ
さ
さ
ず

し
な
の
の
さ
霧

ひ
だ
ヘ
吹
か
ぬ
な
り
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み

か一
一
日
あ
れ
し

盟
…
に
び
の

穂
高
の

大まサ
空予ブ
のア
色
の

空tP
沢三ゃ
をv な
み
た
つ
も

こ
の
よ
き
そ
ら
を

八さ稜ぃ山
十そ威つけ
村吉のさ
山主岩は
は明山れ
て

天去コ
のパ
みノレ
中主ト
に色
の

い
し
な
が
れ
つ
〉

奥
穂
高

と
ぶ
鳥
も
な
し

出
典
は
『
駒
く
さ
」
五
六
か
ら
五
九
頁
に
掲
載
さ
れ
た
長
歌
や
短
歌
で
あ
り
、

く
さ
』
に
は
次
の
と
お
り
記
さ
れ
て
い
る
。

穂
高
山
獄
を
よ
め
る
歌
一
首
並
び
に
短
歌

山
荒
れ
は

て
ん
刊
行
日

天
裂
け
ぬ

山
荒
れ
て

ひ
し
が
れ
て

崩
え
剥
げ
て

槍
ぶ
す
ま

前
穂
高

北
穂
高

一
高
尺
を

曇｜｜尾｜｜ぞ晴
る根伽る
日こる
もえ苦
ても

落｜｜裂｜｜三み大円こ
ちけ日か地辺は
かの績IIひき
かこきしも
るるけげの
壁柱りぬか

も

j固定奥穂
津工、高
に＼西山
毘II~大 2穂な
り喰宮高IIみ
て

飛
弾
の
夕
日
は

信
濃
ヘ
さ
さ
ず

信
濃
の
霧
は

谷
こ
し
て

み

か

H
H

一一一

E
荒
れ
し

く
ろ
に
び

黒
鈍
の

八さ稜ぃ山飛｜｜
十そ威っ今｜｜弾｜｜
群iUの朝IIヘ
山2岩審II吹
は一山れか
てず
と

穂
高
の

此｜｜空tP大喜サ
の谷Fや空Zブ
よをV』投IIなの J ア

きみ色
空｜｜立｜｜の
をつ
も

天会コ
のパ
み jレ
中主ト
に色
の

石
流
れ
つ
つ

飛
ぶ
烏
も
無
し

奥
穂
高

「
駒
く
さ
』
に
掲
載
さ
れ
た
長
歌
や
短
歌
と
、
掛
軸
に
揮
毒
さ
れ
た
長
歌
や
短

歌
で
は
、
漢
字
や
仮
名
遣
い
な
ど
い
く
つ
か
の
点
で
異
な
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

そ
の
た
め
変
更
点
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
結
果
、
「
駒
く
さ
」
で
は
漢
字
で
あ
っ
た
一
言
葉
が
、
掛
軸
で
は
平
仮
名
に
変

更
さ
れ
て
い
た
場
合
（
前
述
二
重
線
）
が
二
五
か
所
、
「
駒
く
さ
』
で
は
平
仮
名

で
あ
っ
た
一
言
葉
が
、
掛
軸
で
は
漢
字
に
変
更
さ
れ
て
い
た
場
合
（
前
述
一
重
線
）

が
一
か
所
、
「
駒
く
さ
』
と
掛
軸
と
で
異
な
る
漢
字
を
用
い
て
い
た
場
合
（
前
述

波
線
）
が
二
か
所
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
一
一
一
口
葉
そ
の
も
の
が
変
更
さ
れ
て
い
た
場
合

（
前
述
太
文
字
）
が
三
か
所
見
つ
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
野
秀
吉
は
『
駒
く
さ
』
に
掲
載
し
た
長
歌
や
短
歌
を
揮
毒

す
る
際
に
、
自
ら
の
詩
歌
を
推
敵
し
変
更
を
加
え
る
と
も
に
、
漢
字
の
意
味
に
と

ら
わ
れ
ず
多
様
な
解
釈
が
可
能
な
平
仮
名
を
、
あ
わ
て
用
い
る
傾
向
に
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ま
た
資
料
の
中
に
は
、
「
五
十
周
年
記
念
平
野
秀
吉
先
生
遺
墨
長
歌
光

昭
会
」
と
記
さ
れ
た
色
紙
入
れ
（
図
日
）
が
あ
り
、
色
紙
入
れ
の
中
に
は
、
平
野



な
ら
び

の
履
歴
（
図
ロ
）
と
、
（
七
）
の
掛
軸
「
穂
高
山
獄
を
よ
め
る
歌
設
に
み
じ
か
歌
」

の
複
写
紙
本
（
図
日
）
、
さ
ら
に
は
そ
の
釈
文
解
説
紙
（
図
U
）
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。

小
泉
孝
は
自
身
が
所
蔵
す
る
平
野
秀
吉
の
遺
墨
を
、
光
昭
会
況
の
周
年
記
念
品
と

し
て
頒
布
し
た
こ
と
も
本
調
査
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（

八

）

は

い

ば

ら

』

六

O
頁
に
掲
載
さ
れ
た
短
歌
で
あ
り
、

ら
』
に
は
次
の
と
お
り
記
さ
れ
て
い
る
。

雪
国
領
い
ば

ひ

ざ

か

み

高
嶺
い
ば
ら
み
な
上
む
き
て
、
日
盛
り
の
山
一
山
を
咲
き
盈
て
る
か
も
。

（
大
意
）

は
げ
し
く
日
の
照
り
つ
け
る
山
、
そ
の
一
山
全
体
に
、
タ
カ
ネ
パ
ラ
は

み
ん
な
上
を
向
い
て
咲
き
誇
っ
て
い
る
こ
と
よ
。

「
日
盛
り
」
は
「
（
夏
な
ど
の
）
は
げ
し
く
日
の
照
り
つ
け
る
盛
り
」
の

（注）

「
か
も
」
は
詠
嘆
・
感
動
の
意
を
表
し
、
「
・
・
で
あ
る
こ
と
よ
」
と
訳

すお
o

本
歌
は
「
暗
」
四
十
五
首
の
う
ち
の
一
首
で
あ
り
、
吉
岡
山
領
い
ば
ら
」
で
は

た

か

ね

ば

ら

い
ば
ら
」
と
六
文
字
で
あ
る
が
、
掛
軸
は
「
高
嶺
蕎
被
」
と
五
文
字
で
あ

出
大
島
良
作
が
「
大
正
十
三
年
四
月
、
高
田
師
範
学
校
に
入
学
、
（
略
）
。
卒
業
後
光
昭

会
が
生
ま
れ
、
（
略
）
。
（
小
泉
孝
が
）
や
が
て
自
然
に
光
昭
会
の
会
長
と
し
て
私
共
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
光
昭
会
は
高
田
師
範
学
校
同
期
卒
業
生
の
会

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
〔
前
掲
N
N
W
3
・
5
ーに〕。

ロ
松
村
明
ら
「
古
語
辞
典
」
旺
文
社
い
∞
∞
∞
b
－
E
C
H
o

幻
前
掲
お
も
・
ω
N
C
o

る
。
「
日
本
の
野
生
植
物
木
本
当
に
よ
れ
ば
、
和
名
は
タ
カ
ネ
パ
ラ
（
学
名
一

き
短
足
寄
S
S包
）
と
い
い
、
「
托
葉
は
葉
柄
に
沿
着
す
る
。
花
柱
は
離
性
、
一
回
甘

筒
の
喉
部
か
ら
わ
ず
か
に
で
て
喉
部
を
ふ
さ
ぐ
。
花
は
大
き
く
、
径
3
・5
ω
以
上
、

紅
紫
色
ま
た
は
淡
紅
色
。
果
実
（
苓
筒
）
に
は
刺
が
な
い
。
琴
裂
片
は
狭
披
針
形

で
伸
張
し
、
花
時
に
反
出
し
、
果
時
に
は
直
宣
し
て
宿
存
す
る
。
小
葉
は
5
か
ら

9
個
。
枝
は
無
毛
、
ま
た
は
ほ
ぼ
無
毛
。
茎
に
は
細
い
刺
針
が
あ
り
、
刺
針
は
徒

長
枝
に
は
多
い
が
、
の
ち
に
脱
落
し
、
側
枝
に
は
少
な
い
。
刺
自
体
も
無
毛
。
花

は
径
3
・5
か
ら
5
側
、
紫
紅
色
。
果
実
は
倒
卵
状
紡
錘
形
、
長
さ
1
・5
か
ら
2
m
。

小
花
柄
は
長
く
、
長
さ
3
か
ら
5
m
で
腺
が
あ
る
。
小
葉
は
7
か
ら
9
個
、
長
楕

円
形
、
円
頭
で
薄
く
、
長
さ
2
か
ら
3
・5
側
、
幅
は
狭
く
ー
か
ら
1
・7
m
、
鋸

歯
は
細
く
て
、
数
が
多
い
。
小
花
柄
に
は
や
や
長
い
腺
が
あ
る
。
」
と
の
形
態
分

類
学
的
な
特
徴
を
も
っ
。
「
落
葉
低
木
。
本
州
（
尾
瀬
1
中
部
高
山
）
・
四
国
（
剣
山
）
」

に
分
高
し
、
別
名
は
タ
カ
ネ
イ
バ
ラ
と
い
う
。
平
野
秀
吉
は
こ
の
日
本
特
産
の

山
性
の
バ
ラ
を
愛
好
し
た
と
い
え
る
。

196 

し
よ
か
ん

は
「
小
泉
君
の
記
念
日
に
所
感
を
」

泉
孝
の
記
念
日
に
贈
っ
た
和
歌
（
短
冊
）

（九）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
野
秀
吉
が
小

で
あ
る
。

に

こ

れ

ち

ん

さ

い

の

て

ん

た

り

天
道
を
つ
ひ
か
是
な
り
と
探
察
の
野
天
う
ゑ
多
盟
し
孔
子
に
て
あ
り
公
里

（
大
意
）

天
地
自
然
の
法
則
は
（
遂
に
）
こ
れ
だ
と
信
じ
行
動
し
て
い
る
小
泉
君

は
孔
子
が
陳
察
で
食
糧
難
に
苦
し
ん
だ
の
と
同
じ
よ
う
に
、
で
飢

え
苦
し
ん
で
い
る
（
孔
子
の
）
ょ
う
だ
。

34 

佐
竹
義
輔
ら
『
フ
ィ
ー
ル
ド
版

自
本
の
野
生
植
物

木
本
』
平
凡
社
い

S
P
3・G
N
i
訟。



「
天
道
」
は
「
天
地
自
然
の
法
期
。
宇
宙
の
道
理
。
」
の
意
ぉ
o

「
陳
察
」
の
出
血
ハ
は
『
論
語
」
。
具
体
的
に
は
「
陳
は
今
の
河
南
省
の
中

部
に
あ
っ
た
小
田
。
察
は
そ
の
南
の
国
。
孔
子
は
そ
の
流
浪
の
途
中
、

こ
の
辺
り
で
食
料
も
途
絶
え
て
苦
し
ん
だ
。
（
孔
子
が
）
六
十
四
歳
の
と

き
」
%
と
い
う
。

「
野
天
」
は
「
屋
根
の
な
い
所
。
露
天
。
」
の
意
U
o

本
歌
は
小
泉
孝
の
苦
境
を
、
孔
子
が
体
験
し
た
陳
察
の
故
事
に
な
ぞ
ら
え
て
詠

ま
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

（注）
五
．
そ
の
他
の
資
料
の
概
要
お
よ
び
解
説

（
ア
）
小
泉
孝
に
よ
る
平
野
秀
吉
遺
稿
等
の
差
配

平
野
秀
吉
の
遺
墨
調
査
の
過
程
で
、
小
泉
孝
が
平
野
秀
吉
の
遺
稿
等
の
差
配
に

大
き
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
手
紙
（
封
書
、
万
年
筆
）
を
発
見

し
た
の
で
、
次
に
紹
介
す
る
。
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）
年
十
月
二
十
日
の
消

印
で
、
小
泉
孝
が
石
山
与
五
栄
門
（
巻
町
郷
土
資
料
館
ぉ
館
長
）
に
宛
て
た
手
紙

（
新
潟
市
巻
郷
土
資
料
館
蔵
）
で
あ
る
（
図
店
、
日
、
口
）
犯
o

先
般
平
野
先
生
の
件
に
つ
き
、
御
好
意
こ
も
る
御
電
話
を

お
金
田
一
春
彦
「
学
研
現
代
新
国
語
辞
典
改
訂
第
一
一

羽
金
谷
治
立
型
巴
岩
波
書
店
い

S
P七－
M
O
N
o

訂
前
掲
自
己
・

5
8
0

ぉ
現
在
、
新
潟
市
巻
郷
土
資
料
館
（
新
潟
市
西
蒲
区
）
0

却
「
手
紙
は
小
泉
孝
の
筆
で
は
な
く
、
母
ユ
キ
の
手
に
よ
る
も
の
で
す
。
理
由
は
父
の
筆

跡
と
は
異
な
る
か
ら
で
す
。
父
孝
は
日
常
的
に
母
ユ
キ
に
代
筆
を
依
頼
。
ユ
キ
が
文
章
を

ま
と
め
清
書
、
投
函
し
て
い
ま
し
た
。
」
と
ご
令
嬢
不
謹
子
か
ら
連
絡
を
頂
い
た
。
〔
令
和

一
年
八
月
十
日
（
月
）
筆
者
聞
き
取
る
〕
。

学
習
研
究
社
w
N
C
C
N
W℃・

8
∞。

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
折
、
明
確
な
回
答
も
せ
ず

失
礼
い
た
し
ま
し
た
。

過
日
、
江
端
ω
様
か
ら
御
書
面
を
頂
き
、
そ
の
中
に
、
貴
殿

と
タ
一
平
野
先
生
の
原
稿
・
胸
像
の
件
ψ

な
ど
に
つ
き
話
し
合
わ
れ
た
折

の
御
所
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
ま
し
た
。

江
端
様
へ
は
大
変
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
次
の
よ
う
に
御

返
信
い
た
し
ま
し
た
。

①
原
稿
保
管
に
つ
い
て

国
立
国
文
学
資
料
館
へ
の
寄
付
採
納
は
最
後
の
最
後
の

こ
と
と
し
、
出
来
る
か
ぎ
り
民
間
か
ら
出
版
し
、
社
会
に
開
い
た
い
。

保
存
上
か
ら
考
え
る
と
公
の
機
関
で
保
管
し
た
方
が
望
ま
し
い
。

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
巻
町
に
保
存
願
い
、
出
版
を
考
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
先
生
も
喜
ば
れ
る
と
思
っ
て
い
る
こ
と
。

胸
像
に
つ
い
て

高
田
分
校
の
敷
地
が
上
越
教
育
大
学
に
移
管
と
な
り
、

胸
像
の
撤
去
・
移
転
の
話
が
出
た
が
、
交
渉
の
結
果
、
現

地
点
に
存
置
で
さ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
も
し
も
の
時
は
城
社
公
園
を

考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
巻
町
の
み
な
さ
ま
の
温
情
に
甘
え
る
事

態
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
時
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
い

② 

切っこ〉」。

以
上
簡
嬰
に
記
し
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
江
端
様
と
御
相
談

ν～
 

ω

江
端
一
郎
。
九
四
（
大
正
一
一
一
）
年
生
ま
れ
。
巻
町
助
役
・
巻
町
教
育
長
を
歴
任

し
、
一
一
代
巻
町
の
町
長
就
任
。
町
長
在
任
は
一
九
六
六
（
昭
和
四
十
一
）
年
八
月
か
ら

一
九
七
回
（
昭
和
四
十
九
）
年
ま
で
。
巻
町
良
寛
会
初
代
会
長
。
（
江
端
一
郎
「
つ
れ
づ

れ
に
良
寛
余
話
』
考
古
堂
h
c
c
A三
日
右
（
奥
付
）
〕
。
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下
さ
れ
ま
し
て
、
平
野
先
生
の
顕
彰
に
御
謹
力
賜
り
た
く
、
切
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

御
連
絡
遅
く
な
り
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

向
寒
の
折
か
ら
御
自
愛
専
一
に
御
過
ご
し
下
さ
い

十
月
二
十
日

泉

孝

石

山

与

五

栄

門

様

こ
の
手
紙
の
文
面
か
ら
、
九
八
（
昭
和
五
十
六
）
年
十
月
十
日
の
時
点

で
次
の
二
点
が
決
定
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
①
平
野
秀
吉
の
吋
全

韓
併
高
葉
集
昭
和
略
解
』
の
遺
稿
は
巻
町
で
の
保
管
を
最
優
先
し
、
出
版
も
進
め
る
。

国
文
学
研
究
資
料
館
“
へ
の
寄
付
採
納
必
は
最
終
手
段
と
す
る
。
②
平
野
秀
吉
の

胸
像
は
上
越
教
育
大
学
に
移
管
後
も
存
置
で
き
る
。
も
し
も
の
時
は
城
社
公
園
に

設
置
す
る
。
①
②
に
つ
い
て
、
小
泉
孝
は
江
端
一
郎
や
石
山
与
五
栄
門
と
緊
密
な

連
絡
を
取
り
な
が
ら
進
め
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

nu

現
在
は
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
で
あ
る
。

幻
国
文
学
研
究
資
料
館
は
古
川
清
彦
（
専
門
委
員
）
が
相
当
し
た
（
新
潟
市
巻
郷
土
資

料
館
の
資
料
よ
り
）
。

（
イ
）
平
野
秀
吉
の
新
た
な
遺
墨
の
発
見

調
査
を
進
め
て
い
る
過
程
で
、
新
た
な
遺
墨
を
発
見
し
た
。
吋
巻
郷
土
資
料
館

資
料
目
録
地
6
平
野
秀
吉
資
料
目
録
』
に
記
載
の
な
い
遺
墨
で
あ
る
。
遺
墨
は
掛

い

わ

だ

を

か

な

ぐ

き

や

ま

く

ろ

ひ

め

軸
一
巻
で
あ
り
、
「
岩
は
多
か
男
や
ま
め
う
可
う
那
呉
は
し
幾
め
山
久
日
比
免

き

や

ま

な

樹
山
は
南
や
ま
」
と
釈
読
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
郎
、
印
）
。
本
歌
は
『
高
嶺

い
ば
ら
」
一
二

O
頁
に
掲
載
さ
れ
た
短
歌
で
あ
り
、
コ
口
岡
山
領
い
、
ば
ら
』
に
は
「
岩

ぞ

や

ま

め

う

か

う

め

や

ま

く

ろ

ひ

め

き

や

ま

は
だ
か
、
男
山
妙
高
。
名
ぐ
は
し
き
女
山
黒
姫
、
樹
山
花
や
ま
。
」
と
あ
る
。
本

歌
は
「
蓮
華
つ
つ
じ
」
短
歌
十
九
首
の
う
ち
の
一
首
で
あ
り
、
「
蓮
華
つ
つ
じ
」

の
注
に
は
、
「
黒
姫
山
の
歌
十
数
首
。
此
の
山
信
越
の
境
に
釜
ゆ
る
い
と
好
き
山
、

年
ご
と
に
幾
た
び
と
な
く
来
り
の
ぼ
り
ぬ
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
蓮
華
つ
つ
じ

で
彩
ら
れ
た
黒
姫
山
を
女
山
に
見
立
て
、
歌
に
詠
ん
だ
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ

の
掛
軸
に
は
専
用
の
眼
納
箱
（
桐
箱
）
が
あ
り
、
蓋
天
板
に
は
「
平
野
秀
吉
和
歌

一
首
」
と
墨
書
さ
れ
（
図
初
）
、
蓋
の
裏
面
に
は
「
加
藤
倍
一
敬
題
印
」
と
記
さ

れ
て
い
る
（
図
幻
）
。
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六
．
平
野
秀
吉
先
生
顕
彰
展
の
遺
墨
発
見

遺
墨
を
記
し
た
資
料
「
巻
郷
土
資
料
館
資
料
目
録
M
M
6
平
野
秀
吉
資
料
目
録
』

（
以
下
、
「
平
野
秀
吉
資
料
目
録
』
と
す
る
）
を
参
考
に
、
本
資
料
の
目
録
掲
載
の

有
無
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ
た
。
こ
の
目
録
は
、
一
九
八
一
一
（
昭
和
五
十
七
）
年

五
月
三
十
日
（
日
）
か
ら
六
月
六
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
「
巻
町
が
生
ん
だ
偉

大
な
教
育
者
、
篤
学
の
人
平
野
秀
吉
先
生
顕
彰
展
」
の
展
示
目
録
で
あ
る
。

累る士
し一－ /'¥ 
'--" 

ら

な

に

ど

り

つ

が

「
ひ
ん
か
羅
と
な
く
は
何
烏
栂
の
き
の

そ
ら
み

原
生
林
を
す
き
て
空
三

＼
ノ
ほ
ザ
品
問

U
・4Lt商
Te

に
つ
い
て
。

こ
れ
は

『
平
野
秀
吉
資
料
目
録
』

の
資
料
名
は

「
ひ
ん
か
ら
と
な
く
は
何
烏
l



（
半
切
条
幅
）
」

で
あ
り
、
目
録
作
成
当
時
の
所
蔵
者
は
「
小
泉
孝
」

で
あ
る
。

ほ

だ

か

だ

け

な

ら

び

（
七
）
の
掛
軸
「
穂
高
山
獄
を
よ
め
る
歌
設
に
み
じ
か
歌
」
に
つ
い
て
。

『
平
野
秀
吉
資
料
目
録
」
の
資
料
名
は
「
穂
高
識
を
よ
め
る
長
歌
並
短
歌
（
茶

掛
条
幅
）
」
で
あ
り
、
目
録
作
成
当
時
の
所
蔵
者
は
「
小
泉
孝
」
で
あ
る
。
「
平
野

秀
吉
』
の
八
四
頁
に
「
「
穂
高
山
獄
を
よ
め
る
長
歌
」
の
茶
掛
軸
の
章
一
旦
と
注
を
施

し
た
、
掛
軸
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
「
穂
高
山
獄
を
よ
め
る
長
歌
」
に
つ

い
て
の
釈
文
や
注
釈
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
注
釈
は
本
編
が
初
出
と
な

す
匂
。

た

か

ば

ら

み

う

え

き

ひ

（
八
）
の
掛
軸
「
高
ね
蕎
被
美
な
上
む
支
て
日
さ
か
り
の

て
る
か
も
」
に
つ
い
て
。

「
平
野
秀
吉
資
料
目
録
』
の
資
料
名
は
、
「
高
ね
蓄
被
み
な
上
向
き
で
｜
（
半
切

条
幅
）
」
で
あ
り
、
目
録
作
成
当
時
の
所
蔵
者
は
「
計
良
福
松
（
分
水
町
）
」
で
あ
る
。

計
良
福
松
所
蔵
の
掛
軸
を
ど
う
し
て
小
泉
孝
が
所
持
す
る
に
い
た
っ
た
の
か
、
今

と
な
っ
て
は
知
る
由
も
な
い
。

や
ま

山
を
さ
き
み

こ
こ
で
紹
介
し
た
三
つ
の
〔
（
六
）
（
七
）
（
八
）
の
掛
軸
〕
は
吋
平
野
秀

吉
資
料
目
録
』
の
掲
載
資
料
で
あ
り
、
平
野
秀
吉
先
生
顕
彰
展
で
展
示
さ
れ
た
遺

墨
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
平
野
秀
吉
先
生
顕
彰
展
で
展
示
さ
れ
た
遺
墨
三
点
を
こ

こ
で
確
認
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

七
．
平
野
秀
吉
の
落
款
分
類

平
野
秀
吉
は
文
検
で
国
語
科
の
み
な
ら
ず
漢
学
科
と
習
字
科
に
も
合
格
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
平
野
の
書
家
と
し
て
の
評
価
は
も
っ
と
高
ま
っ
て
も
よ
い
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と
考
え
て
い
る
。
平
野
秀
吉
の
遺
墨
点
数
は
少
な
く
？
平
野
の
書
体
の
特
徴
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
本
調
査
研
究
と
既
知
遺
墨
の

研
究
成
果
を
総
合
的
に
取
り
扱
う
こ
と
に
よ
り
、
平
野
秀
吉
の
書
体
の
特
徴
を
明

ら
か
に
で
き
る
と
と
も
に
、
そ
の
特
徴
に
基
づ
く
落
款
分
類
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
筆
者
は
秀
吉
の
溶
款
「
秀
」

に
着
司
し
落
款
分
類
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
「
秀
」
は
「
禾
」
と
「
乃
」
か
ら
な
り
、

上
下
2
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
で
、

4
つ
の
落
款
タ
イ
プ
（
「
落

款
タ
イ
プ
I
型」

l
「
落
款
タ
イ
プ

W
型
」
）
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
（
表
2
）。

落
款
タ
イ
プ

I
型
に
つ
い
て
。
「
秀
」
に
つ
い
て
、
「
禾
」
と
「
乃
」
は
等
分
の

大
き
さ
で
記
さ
れ
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
遺
墨
1
点
が
該
当
す
る
。

落
款
タ
イ
プ
E
型
に
つ
い
て
。
「
秀
」
に
つ
い
て
、
「
禾
」
が
比
較
的
小
さ
い
の

に
対
し
、
「
乃
」
は
左
右
に
大
き
く
広
が
っ
て
記
さ
れ
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
遺
墨

2
点
が
該
当
す
る
。

落
款
タ
イ
プ
皿
型
に
つ
い
て
。
「
秀
」
に
つ
い
て
、
「
禾
」
が
比
較
的
小
さ
い
の

に
対
し
、
「
乃
」
は
上
下
に
長
く
記
さ
れ
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
遺
墨

γ
点
が
該
当

す
る
。
遺
墨
の
多
く
が
直
型
に
分
類
さ
れ
る
。

落
款
タ
イ
プ
W
型
に
つ
い
て
。
「
秀
」
に
つ
い
て
、
「
禾
」
が
比
較
的
小
さ
い
の

に
対
し
、
「
乃
」
は
上
下
に
長
く
、
丸
み
を
帯
び
て
記
さ
れ
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
「
乃
」

は
平
仮
名
の
「
の
」
に
み
え
る
点
が
特
徴
と
い
え
る
。
遺
墨
3
点
が
該
当
す
る
。

3
点
す
べ
て
短
冊
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
平
野
秀
吉
の
落
教
は
、

4
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類

で
き
る
と
と
も
に
、
落
款
タ
イ
プ

E
型
は
調
査
遺
墨
（
掛
軸
、
料
紙
、
短
冊
）
日

点
の
う
ち
7
点
を
占
め
る
こ
と
（
優
占
割
合
目
%
）
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
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八
”
後
記

本
調
査
研
究
は
小
泉
孝
の
親
族
か
ら
資
料
提
供
を
受
け
た
こ
と
に
端
を
発
す

る
。
小
泉
孝
泊
蔵
の
、
平
野
秀
吉
の
遺
器
調
査
の
機
会
を
頂
い
た
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
小
泉
孝
が
平
野
秀
吉
の
遺
稿
等
の
差
配
に
つ
い
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
平
野
秀
吉
研
究

の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
小
泉
孝
は
、
教
育
者
と
し
て
の
多
く
の
業
績

を
残
し
、
新
潟
県
教
育
委
員
会
な
ら
び
に
新
潟
県
知
事
表
彰
や
叙
勲
を
受
け
て
い

た
。
小
泉
孝
は
「
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
十
一
月
二
十
二
日
、
東
都
に
て
」
逝

去
で
同
年
「
十
一
月
二
十
三
日
文
京
区
真
珠
院
」
で
執
り
行
わ
れ
？
墓
は

「
真
珠
院
（
東
京
都
文
京
区
小
石
川
一
一
一
丁
目
こ
に
あ
る
“
。
小
泉
孝
は
小
和
田
毅

夫
U

と
親
し
い
間
柄
で
、
両
者
と
も
高
田
市
教
育
委
員
長
、
高
田
文
化
協
会
会
長

に
時
期
を
異
に
就
任
す
る
な
ど
、
公
私
に
わ
た
る
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
親
族
か

ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
両
者
の
交
流
は
今
後
の
調
査
に
期
待
し
た
い
。

最
後
に
遺
墨
の
釈
文
は
新
潟
県
立
長
岡
農
業
高
等
学
校
教
諭
の
金
子
達
雄
先
生

の
ご
協
力
を
頂
い
た
。
ま
た
明
星
大
学
准
教
授
の
演
嶋
龍
太
郎
先
生
に
は
私
の
拙

い
文
章
を
読
み
、
懇
切
な
る
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

M
H

村
山
和
夫
「
じ
よ
う
え
つ
余
話
第
十
二
話

わ

い

」

、

高

田

文

化

協

会

か

だ

第

一

店
目
前
掲
N
N
b
・句。

p
h
u

－

－

l

－
－
｝
 

4

一一口、制
c

釘
雅
子
皇
后
の
祖
父
E

小
泉
先
生
の
眠
る
小
石
川
真
珠
院
界

高
田
文
化
協
会

W
5
2
b・き。
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図1.掛軸130×31（本紙） 図2陶盟1拡大国 図3. 掛軸35×48（本紙）

国4. 国3拡大図
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国5.掛軸135×32（本紙） 図6. 図5拡大図 図ア．短冊35.5×6

図8.手紙23×17.7（便せん） 国9.手紙23×17.7（便せん）
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図10. 『高嶺ぃばらj18×13 図11.色紙入れ28×25 図12. 平野秀吉の麗歴20×30

図13. 複写紙本35×52 図14. 釈文解説紙25×36

図15. 手紙23×17.7（便せん） 図16. 手紙23×17.7（便せん）
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図17.手紙23×17.7（使せん）

国18. 掛軸128×25（本紙） 図19. 図18拡大間

留は、令和2年8月7日（金）横田撮影。

同日サイズ計測。単位はCillo

-204 

図20. 蓋天板 図21. 蓋裏冨

収納箱43.5×8.0×ア.5



－身分調書・功績調書）

そのrEEI,¥＊な研究lit：欲とたしかな実践力による数々の突がiは、 1j:t主J'l城Jrrl浮有
村戸野日校に健康教育文｛cfl）：＊；限表彰をもたらし、 H百1'1111(1936) i'j'-11河、
校長と共にその推進者として表彰式列席の栄に浴した。
また、その教育論文も全国的に認められ、昭和12(1937）年、小学f法記念事
業としての募集論文「学童の健康教育についてjは全国一°lf,lli；ぎを架たした。
さらに、昭和14(1939）年文部省精神文化研究所の教育論文募集にも応募
し、「i時間ドにおける国民体位向上の方策jの論題で、同じく全開一等当
選を泉たすなど、積極的で着実な研究実践は、広く地域教職員に影響を与
え、その指t!¥'iとなった。
0上記爽践による｛建総数7守の東要性を、より広い地域にと考え、学童予防衛
生に対する地域的な取り組みをWJして、上越学童予防衛生研究会をおl織し、
幹事として活脱した。主主に、昭和16(1941）年～22(1947）年、幹事長
の重責にあっては、国立予防研究所長柳沢博士の協力を得て、全国初Jの事
業としての地域各校学護対象による結核予防BCG抜磁を継続実施した。
そのめざましい成果は、厚生省の認めるところとなり、健康優良学校＇lQと
して厚生大臣賞を受賞した。
これらによって、戦後における戸野lヨ校の健際教脊全国特選校選定の慕磁
を閥めた。
0戦前の学校教育において、 I慌に視聴党教育の重要さを察知し、！県下初の！吹
'.!iJ：機購入に努力するなど、 Vil-下教育界にうもがけて視聴覚教育を学校に導入
した。しかもその卓越した理論と実践力によって各地に諮問！として招へい
され、多くの教職員に深い影響を与えたことは戦前戦後を通じての上越地
方視聴党教育のJ辰興に交献し、その基擦を際立することになった。

小学校教頭としてのl)J結
0その教育にかける情熱は、学2互にとどまらず、地域の青年、父母をも動かし、
昭和10(1935）～23 (1948）年にかけて、中頚城郡津有村の金村教育及びコミニュ
ティスクールとしての教1ぎ活動をH乎びおこした。その全村教育による成栄は
全国的に認められるところとなり、地域の人々の学校への信頼を深めた。
。訓導及び教頭I時代を通じ、学校保健と健康教育、視聴党教育、金村教育の
深い研究実践で挙げた成栄は県下教育界，m指の存在としての名声を得、そ
の業*1!11立、長く地域の教育爽践1/Hf主の基擦としての役割りを栄たした。

へき地校校長としての功績
。教育｝忍）＇籾が激しくゆれ動く昭和24(1949）年、東頚城郡のへき地校に主！？任
校長を拝命し、「みずから学習をすすめる子どもjを臼隙として、児殺の
勤労を主体とし、そこからの学びとりを愛御する教育活動を組織した。そ
の勤労活動の成果として得た資金をもとにして、 '1!J[J寺の県下には稀な学校
図-1'1｝鉱｛をへき地校に設定fした。
また、その学校経殺の成果を職員と共にまとめ「；，1，見のこどもj「111なか
回どころJなどの話lj読本を出版し、郷土学習のあり方を研究するなど、そ
のざん新着実な経営によってへき地各校に大きな料i放を与えた。
0さらに、戸野自校時代に縫った識見と突がiを生かし、東主J'l城i郎牧村学校保健会
の組織と、牧村視聴覚研究会の創設にあたり、なお牧村フィルムライブラリー
の設立に努めるなど、地域の教育力を高めるためのめざましい活躍をした。
0また、変動期におけるカリキュラム作りの援要性に着目し、 WJ項b創立l教育
研究会の組織確立に努めて、自ら新カリキュラムを作成主任となり、その
組織を動員して全教科に主主る指導言！磁を完成するなど、へきJ也教育の振興
に火きな足跡を残した。

！県指導主1Jiとしての功績
。改訂指導要領の完全実施を目指す雨期にあたり、 i主j及び県の方針を体して
その円滑な施行に力を発揮し、すぐれた実級を残した。

上越中心校校炎としてのl)J鎖
。卓越した研究の総織力を遺憾なく発符し、…貸して地.lJ,x全体の教脊高上に
尽力した。例えば、県下教育界の先迷として、学校に教育機擦を大法導入し、
学習指導改善のための研究実践を深め、その成果を地域に広げて研究綴織
を｜主lめ、教育の現代化への基礎づくりに努めた。
また、上越関語教育連絡協議会の創設に努力し、昭和41(1966）年、42(1967) 
年と会長を勤める中で、各地区及び全剖との研究の交流と研究発表会を被
選し、実践記録集や作文ノートの作成などの活発な事業をおこした。
殊に、 i回実現場に生きる作文ノートの完成は、全図的に国語研究者の好評を
得た。一方、上越国諮問好会の創設にも力を尽し、大学教官による専門的理
論の論議と現Ji実践の交流を図るなど、 rm論と実践の統ーを求めてリーダー
としての情熱を傾けた。その成果は、現在もなお、地域の現場に生きている。

Oさらに、全回音楽教脊研究会、図書館教育研究会、作文教育研究会などを
次々と開催し、常に全職員と地域の研究の組織－urnに努め、「創造性を培
う知的能力の1m発jで学研教育’良’を受けるなど、そのすぐれた経営手腕は、
広く他の指標と認められた。
このllc'i'J切には、県小学校長会長、副会長、県小学校教符研究会長、副会長、
全国連合小学校長会玉虫司王などの役職を綬任し、県下教育の振興のために沼
J/./11した。
。この時期には、県小学校長会長、副会長、県小学校教育研究会長、副会長、
全国連合小学校長会開事などの役織を綬任し、県下数潟、の娠興のために活
隠した。

教育委員及び教育委員長としての功綴
01忠則rl'fの教育委員及び教育委員長としてその職務の遂行にあたり、老朽化
したrill勾各校の校舎改築をすすめ、純設設備のft,実に努めた。また、この悶、
高回市と正〔江＼，j!
07.!lミに両riTの合併f去、 t越r!1の教育委員長として、学区の再編成や新設校の
建設に絞大の努力をはらい、教育行政の円滑な巡？ぎにまE献するところが大
をかっTこQ

上越文化協会会長としてのJ)Jk:i'1
On業及び俳句研究を契機として、王，iくから上総地域の文化活動lこ関心を寄：
せ、協力を惜しまなかった。昭和38(1963）年、 上越文化協会に加入し、
！昭和40(1965）年以来その常任組事として活躍した。
。殊に、 n百平1145(1970）年会長に就任して以米、）（学関係にとどまらず、上
越地j或の文化に関係した様々な顕彰仰の建立展覧会の開催、郷土関係作家
及び小川米明会1昔話作家との感んな交流、郷t文芸誌「文芸たかだjの
100号までの発行など、多彩な文化的行事の継続IJfjflliに努め、郷土文化の
向上に多大な食献をした。
現在もなお、その任にあり、誠実に活践を続けて、地域住民のあつい信望
をうけている。

(2）その他のすj紛特になし
4 賞
昭和142(1967) if波 新潟l区教育l}J'?Jyclifとして表彰を受けるc

表1. 小泉孝の新潟県知事表彰のための推薦書類

履肢

こいずみ たかし
小泉孝
明治42(1909) ifl月24日生
(66才）〔1〕

三島君II寺泊町尋常高等小学校長JI!導

三島郡守宇治i好青年訓練所指導員（仮託）

中芸員城郡津有村戸野目尋常i衛等小学校訓導

中頚城郡津有村戸野El農業有tl留学校助教諭（兼任）

中頚城郡津有村戸型rn青年学校教諭

中頚城郡津有村戸野自国民学校教頭

東頚城郡frj1見村；111見小学校校長

文部教官採用（新潟大学教育学部l従属高田小学校教諭）
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身分調畿

新潟県上越市大II可2丁目的番地の1
新潟県上越市大町2丁目3番34号

小泉孝
明治42(1909）年1月24日生

本籍地
現住所

ー
ワ
ム
つ
d

上記のとおり相迷ありません。

つ、J

功鍛調書

新潟県上越市大II汀2丁目991害地のl
新潟県上越市大II汀2丁目3番34号 ニ川’みたかし

氏名小泉孝
生年月日 明治42(1909) "F-1月24日生

(66才）
新潟県ほう賞認知j第2条第4'i子〔2〕
日常、自己こ対しては教削iとしての厳しさをもちながら、生
来の温販さと、他に対する笠かな匂2努力によって、多くの人々
の敬慕をあつめている。
教育一筋に生きる盛んな情熱は、その研究の深さ、質の高さ
と共に、周回に火きな影響を与えるものであった。
また、常にざん新な感覚をもって教育の動向を考究し、全職
員のそれぞれのよ場において、地域教育界に様々な教育研究会や
協議会を組織し、その推進の中核として活践した。

本籍地
現住所

1 
2 

し、児車生徒の体符活動及び健康活動を

注

文中の（ ) r＇仲間 l持者がJJ［印したもので、！京本（写し） ＇二時絞がない。阪本（札）の財 J：／：陥回 (;i;i 17Jのめ険制。
〔1〕小鮮の制i告が66才と記されていることから、 lli];f:[150(1975）年1Jc]24日からi附 51(1976）制／＝l23EI倒的羽いたものと考えられる。
〔幻新潟保護’t-t規則に基づく取締である。
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表2.平野秀吉の遺患における落款分類

落款タイプ。 落款問 資料番号 短歌

tJJqid1「ひんか羅
となくは｛正鳥栂
のきの原生林

I 11 （六） ｜をすきて空三紫」

掛lli1lJ「穂高識を
よめる歌主立にみ
じか歌」

H型 （七）

持1， ~i1!1 ーヒ「高
美な む支て
さかりのやま

（八） ｜一111をさきみて
るかも」

短冊「小泉君の
記念日に所！惑を」

（九）

国型
掛車IIIf岩は多か
男やまめう可う
那呉はし幾め
山久呂比免樹山
は南やまJ

N型

引用文献

活款の特徴

「秀」について、「禾jとf乃J
は等分に大きL、。

「秀Jについて、「禾Jは小
さく、「乃Jは左右に大き
く広がる。

「秀」について、「禾Jは小
さく、 f乃jは上下に長い。

f秀jについて、 f禾jは小
さく、 f乃jは上下に長く、
丸みを帯び、平仮名の「のJ
に近い。

関連落款匝

そ

短歌等

桐箱裏「栄面光／占〔J 
（天板 1〕

短冊「我今し大白
連の座にたちて

雲ゆきめぐる〔祢2〕の
九二を見るJ

掛iμrt1rゆくま〉に
まがれるままに瀬
の音の 日半はな
れぬやまちはさび
し」〔3〕

料紙 f黒百合さく
鳶山にのこる雪か
たの鳥形をみれ
ば夏たけにけり j
〔4

掛布b「妙高の残雪
を詠める長歌並短
歌j〔5〕

短1m・ rどどどどと
雪くつれおつるお
とのして大講堂
の夜は更けにけりJ
〔6〕

短mtrくるまより
船につみうっす？？
のおとのかちか
ちとなり脅さむき
かなj〔7〕

短!lit「ゐならひて
舞きぬたたむ小お
んなのは、めき
のひひくはるのよ
い更けぬJ〔8〕

〔1〕搬出善衛「平野秀吉が記した f栄光，1，」iJと『日本アルプス登山案内記J発行に伴う登山家高頭仁共fifj・大平li.横有恒との
交流を明らかにする」、岡村鉄琴 f新潟県文人研究第22号j越佐文人研究会，2019,p.l9L
〔2〕根田菩衛「平野秀吉と相馬術i風の交流j、岡村鉄琴 f新潟県文人研究第17号j越佐文人研究会，2014,p.520
〔2〕は「裳まにめぐる」と釈文したが、「雲ゆきめぐるJが正しい。〔平野秀吉 r1Li.rfi.r歌集！狗くさj斯文書i涜，1928,p.33〕。

〔3〕横田善衛「平野秀吉の生家および墓の所在と遺墨についてJ、i河村鉄琴？新潟県文人研究第20号j越佐文人研究会，2017ふ930
〔4〕同〔3〕。
〔5〕同〔3〕。
〔6〕問〔3〕。
〔7〕同〔3〕。
〔8〕同〔3〕。
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